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      栗原純一 氏から学位申請のため提出された論文の審査要旨 
 
題 目   
 
Increased center of pressure trajectory of the finger during precision grip task in stroke  
patients.（脳卒中患者における精密把持動作中の手指圧中心点の軌跡増加） 
Experimental Brain Research doi:10.1007/s00221-018-5425-x 
Junichi Kurihara, Bumsuk Lee, Daichi Hara, Naoto Noguchi, Tsuneo Yamazaki 
 
論文の要旨及び判定理由 
 
 本研究は、脳卒中患者が物体を空間保持する際の安定性を評価することを目的とした。
軽度片麻痺を有する急性脳卒中（脳梗塞、脳出血）患者22例と対照群21名を対象とした。
2つの圧力センサーシートが両側面に取り付けられた鉄製の250gの立方体を母指と示指を
用いて約10cm持ち上げ、5～7秒間保持する課題を施行した。把持の感覚運動制御を定量化
するためのパラメータとして圧中心点(COP)軌跡、把持力(GP)を求めた。その結果、COP軌
跡では、示指における麻痺の影響と、母指と示指における病型（脳出血者＞脳梗塞者）の
影響が大きいことが明らかになった。さらに、同時に施行した皮膚圧閾値と一部のトレイ
ルメイキングテストの結果との間にもこれらのパラメータは有意な相関を示した。本研究
を通じて、脳卒中後の物体精密把持および、知覚／認知障害における空間的不安定性の理
解を深める結果となった。また、脳卒中の病態をより詳細に把握するための指標として今
後の発展性が期待される。さらに、栗原氏は公開審査とその後の試験時の質疑応答におい
て、質問に的確に返答していた。 
 以上より、栗原氏はリハビリテーション学領域の研究に真摯に取り組み、十分な学識を
積んだと認められ、博士（保健学）の学位に値するものと判定した。         
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最終試験の結果の要旨 
 
 検査の持つ臨床上の位置づけについて、手指の機能的役割について、および把持におけ
る身体中枢機能の影響について 
 
試問し満足すべき解答を得た。 
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試験科目 
 
   検査の持つ臨床上の位置づけについて          合・否 
 
   手指の機能的役割について               合・否 
 
    把持における身体中枢機能の影響について        合・否 
 
 
 
